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ク
マ
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告
） 
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内  
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☆ 

新
会
員
紹
介 

銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク 

市
民
の
会
に
出
逢
っ
て
！ 

 
 
 
 
 

竹
内 

明
江 

1
0
K

g

、
飛
灰3

4
K

g

と
な
る
。

有
効
利
用
で
き
な
い
処
理
灰
は
、

森
戸
町
の
長
さ
120
ｍ
深
さ
13

ｍ
の
室
内
型
処
分
場
で
埋
め
立

て
ら
れ
る
。 

マ
テ
リ
ア
ル
リ
サ
イ
ク
ル
施

設
で
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
（
水

色
袋
入
）
は
４
人
で
手
選
別
さ

れ
、
缶
類
は
機
械
と
手
で
選
別

さ
れ
る
。
圧
縮
さ
れ
た
形
成
品

は
、
再
生
工
場
で
再
び
原
材
料

と
な
る
。 

こ
の
施
設
は
、
二
〇
年
間
公

設
民
営
方
式
で
、
事
業
主
体
は

東
総
地
区
広
域
市
町
村
組
合
、

運
営
・
維
持
管
理
は
株
式
会
社

東
総
ク
リ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
だ
。

施
設
は
従
業
員
数
54
名
、
実
働

35
名
で
一
年
中
稼
働
し
て
い

る
。 ５

階
の
窓
か
ら
は
、
利
根
か

も
め
大
橋
か
ら
愛
宕
山
、
下
総

台
地
ま
で
大
展
望
で
き
た
。 

      

    

去
る
10
月
4
日
（
土
）「
外
川

ラ
ボ
」に
て
銚
子
ジ
オ
バ
ー
ク
推

進
協
議
会
主
催
、N

P
O

法
人
自

然
体
験
活
動
推
進
協
議
会

（C
O

N
E

）
共
催
に
よ
る
「
リ
ス

ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
習
会
」が
開

か
れ
ま
し
た
。 

講
師
は
三
好
利
和
氏
（N

P
O

法
人
自
然
体
験
野
外
教
育
事
業

所
「
ワ
ン
パ
ク
大
学
」
代
表
）。 

講
習
会
はC

O
N

E

の
定
め
る

安
全
管
理
者
制
度
の
研
修
と
資

格
付
与
の
第
一
段
階
の
リ
ス
ク

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
講
習
で
す
。 

 

参
加
者
は
銚
子
ジ
オ
パ
ー
ク

市
民
の
会
会
員
他
18
名
で
す
。 

講
習
会
で
は
自
然
体
験
活
動

に
は
リ
ス
ク
が
伴
う
こ
と
を
認

識
し
、そ
の
対
応
に
つ
い
て
学
び

ま
し
た
。 

リ
ス
ク
と
は
何
か
に
始
ま
り
、

リ
ス
ク
管
理
で
は
計
画
段
階
、実

践
段
階
、
実
践
後
の
評
価
を
し
、

リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
目
的

で
あ
る
組
織
に
あ
っ
た
体
制
の 

確
立
を
目
指
す
こ
と
で
す
。 

講
演
は
豊
富
な
経
験
に
基 

づ
く
お
話
で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ 

プ
技
法
な
ど
取
り
入
れ
、飽
き

さ
せ
な
い
全
員
参
加
型
の
講
習

会
で
し
た
。 

直
ぐ
に
役
立
つ
お
話
の
一
例

を
あ
げ
る
と
、
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ
ト
で

す
。
野
外
活
動
に
限
ら
ず
日
常
生

活
で
起
こ
り
う
る
ひ
や
り
と
し

た
経
験
、
は
っ
と
し
た
経
験
は
誰

に
で
も
あ
る
で
し
ょ
う
。 

現
在
使
用
し
て
い
る
ジ
オ
ガ

イ
ド
報
告
書
の
記
載
内
容
に
も

危
険
認
識
等
に
つ
い
て
書
き
込

む
欄
が
あ
り
ま
す
が「
ヒ
ヤ
リ
ハ

ッ
ト
」と
い
う
項
目
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
講
習
を
受
け
、
報

告
書
の
記
載
内
容
に
つ
い
て
検

討
さ
れ
て
い
ま
す
。い
ず
れ
に
し

て
も
重
要
な
こ
と
は
報
告
書
の

内
容
を
皆
で
共
有
す
る
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。 

     

頂
い
た
資
料
に
「
安
全
管
理
ハ 

ン
ド
ブ
ッ
ク
」
が
あ
り
、
実
践

で
役
立
つ
具
体
的
事
例
が
網
羅

さ
れ
て
い
ま
す
。
一
読
の
価
値

は
充
分
で
す
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

   

   

大
好
き
な
私
の
故
郷
、
水
に

囲
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
街
銚
子
。  

 
 

こ
の
街
で
生
ま
れ
、
高
校
ま

で
過
ご
し
、
10
年
程
前
に
銚
子

に
戻
っ
て
来
ま
し
た
。 

海
や
川
が
好
き
な
私
は
、
屛

風
ケ
浦
・
犬
吠
埼
・
銚
子
漁
港
・

利
根
川
、
余
山
貝
塚
、
ど
こ
に

足
を
運
ん
で
も
心
動
か
さ
れ
楽

し
く
毎
日
を
過
ご
し
て
い
ま
す
。 

昔
の
街
並
み
を
残
し
つ
つ
、

新
し
い
文
化
の
風
が
吹
き
こ
み
、

変
化
・
前
進
し
て
い
る
街
の
様

に
見
え
て
い
ま
し
た
。 

し
か
し
、
生
活
拠
点
と
し
た

銚
子
は
人
口
も
減
り
、
子
供
も

減
り
、
学
校
統
合
、
子
供
会
も

な
く
な
っ
て
い
ま
し
た
。
近
所

の
公
園
で
行
わ
れ
て
い
た
盆
踊

り
も
姿
を
消
し
て
し
ま
い
ま
し

た
。
こ
の
ま
ま
で
は
大
好
き
な

故
郷
が
消
滅
し
て
し
ま
う
恐
怖

を
感
じ
て
い
ま
す
。 

災
害
救
護
に
興
味
が
あ
り
、

色
々
な
活
動
を
し
て
い
る
中
で
、

市
民
の
会
を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。 

地
理
・
地
学
・
歴
史
・
生
物
に

感
動
し
、
今
ま
で
全
く
興
味
の

な
か
っ
た
の
に
、
こ
れ
ら
と
防

災
が
大
き
く
関
係
し
て
い
る
こ

と
を
学
び
ま
し
た
。 

夏
休
み
の
子
供
学
習
で
は
子

供
達
と
ふ
れ
あ
い
、
伝
え
る
事

で
の
喜
び
を
知
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。 

市
民
の
会
の
方
々
に
心
動
か

さ
れ
て
い
ま
す
。
日
々
の
知
識

の
乏
し
さ
に
落
ち
込
ん
で
お
り

ま
す
が
、
苦
手
で
あ
っ
た
勉
強

も
今
更
で
す
が
少
し
ず
つ
行
っ

て
い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

銚
子
大
好
き
な
方
が
ジ
オ
ガ

イ
ド
を
目
指
し
て
一
緒
に
活
動

し
て
い
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
。 

こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。 

      

  

      

＝
意
識
＝ 

心
が
変
わ
れ
ば  

      

行
動
が
変
わ
る 

行
動
が
変
わ
れ
ば 

       

習
慣
が
変
わ
る 

   

習
慣
が
変
わ
れ
ば  

      

人
格
が
変
わ
る 

  

人
格
が
変
わ
れ
ば  

      

人
生
が
変
わ
る 

 

中央制御室 

   

犬
吠
の    

沖
ゆ
く
船
と 

初
明
か
り  

   

石
嶋 

博
行     

 

去
年
今
年 

変
わ
ら
ぬ
台
地
の 

古
城
か
な 

松
家 

英
彦 

 

忍
び
寄
る 

冬
将
軍
は 直

ぐ
隣 

季
節
は
あ
っ
と
い
う
間
に 

去
っ
て
い
き
ま
す 保

立 

得
造 

 

新
春
や 

走
る
人
有
り 

君
ケ
浜 

   

出
口   

節 
 

初
日
の
出 

さ
ざ
波
光
る 

犬
吠
埼 

 
 
 
 
 
 
 

福
士 

清
二 

 
 

私（竹内さん）のすきな言葉 
新
春 

俳
句
と
川
柳 

 


